
　「久工大だより第62号」で紹介しました新棟（鉄骨造9階建て）建
設の進捗状況と今後の予定についてご報告致します。平成25年9月
に、施工会社を決定するとともに、キャンパス中央部に位置する旧食
堂が解体・撤去されました。そして10月15日に起工式が行われ、大
学の未来が見える新棟の建設工事がスタートしました。平成26年1
月から本格的な工事に入ります。6月頃から鉄骨工事、設備工事や内
外装工事などの各種工事が行われ、平成27年3月までに外構工事を
含めたすべての工事が完了する予定になっています。工事の進捗状

況は、本学のホームページで紹介しています。なお、新棟竣工までの間、食事ができるように、本館1階（駐
車場側）に仮設食堂を設置しました。新棟建設後、1号館と2号館は解体されます。工事中は何かとご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。

新棟の建設が始まる！
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
と
本
学
に

と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
学
生
の
修
学
・
生
活
指

導
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
検
討
を
続
け
て
参
り
ま
し
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
、
今
年
度
後

期
か
ら
試
行
し
て
お
り
ま
す
が
、

来
年
度
に
は
本
格
的
に
導
入
致
し

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
適
切
な
就
学

指
導
に
資
す
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
制

度
も
併
せ
て
来
年
度
よ
り
導
入
致

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
習
支
援
セ

ン
タ
ー
を
発
展
解
消
し
、
学
生
の

自
発
的
学
習
を
促
す
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
発
足
さ
せ
、
新

教
育
棟
が
完
成
す
る
ま
で
の
間

は
、
図
書
館
閲
覧
室
の
一
部
を
使

用
す
る
こ
と
と
し
て
、
活
動
を
開

始
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
教

育
棟
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年

10
月
に
起
工
式
を
執
り
行
い
、
本

年
11
月
に
竣
工
し
、
平
成
27
年
度

新
学
期
か
ら
供
用
開
始
の
予
定

で
、
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
、
図
書
館
、
情
報

セ
ン
タ
ー
、
学
生
寮
の
耐
震
診
断

を
今
年
度
中
に
実
施
致
し
ま
す
。

　

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
教
育
・
学
生
支
援
環
境
の
充
実

に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。
年
頭

に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ

つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、 

昨
年
ま
で
の
、
我
々
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り

で
、
日
本
の
国
内
だ
け
を
み
て
も
教
育
問

題
、
食
の
安
全
性
、
学
生
の
就
職
活
動
と
、

難
問
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

こ
う
し
て
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
す
る
気
持
ち
だ

け
は
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
よ
り
よ
き
年
に
な
る
よ

う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
保
護
者
の

皆
様
へ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学長
尾﨑　龍夫

「
人
間
味
豊
か
な
産
業
人
の
育
成
」

知
を
磨
き
、情
を
育
み
、意
を
鍛
え
る

教
育
の
基
本
理
念

教
育
の
基
本
理
念

建
学
の
精
神

建
学
の
精
神

平成25年度 久留米工業大学保護者懇談会 終了報告平成25年度 久留米工業大学保護者懇談会 終了報告

広島

山口

松山

熊本

沖縄

福岡

久留米

佐賀

大分

長崎

宮崎

鹿児島

9月7日（土）

9月8日（日）

9月14日（土）

アークホテル広島駅南

東京第一ホテル下関

松山ワシントンホテルプラザ

ＴＫＰガーデンシティ熊本

ホテルサン沖縄

エルガーラホール

久留米工業大学

マリトピア

大分センチュリーホテル

長崎ブリックホール

ひまわり荘

パレスイン鹿児島

１名

１１名

１名

１０名

１６名

３９名

１４５名

４９名

２２名

１０名

２２名

３１名

開催日 地区名 参加者数会　　場

357名合　計

　保護者懇談会を全国12会場で開催
し、357名の保護者の方々にご参加い
ただきました。
当日は、大学と保護者との相互理解を一
層深めることを目的に、大学の取り巻く
現況を報告しました。また、学科ごとに
個人面談を行い、学生生活全般、学業成
績及び就職状況等について報告を行い、
会場では教員と保護者との熱心な会話が
見受けられました。これからも懇談会を
充実させ、保護者の皆様との連携を深め
て、大学生活をサポートしていきます。

「
新
年
に
あ
た
っ
て
」

「
新
年
に
あ
た
っ
て
」

久
留
米
工
業
大
学

　
　
　
後
援
会
会
長
あ
い
さ
つ

後
援
会
会
長　

梅
野　

茂
樹

▲久留米会場
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就 職 支 援 に つ い て就 職 支 援 に つ い て

進
路
決
定
者
の
声

進
路
決
定
者
の
声

８月
10月
　

１１月

１２月
　
　
　
　

１月
２月
　
　
３月
　

５日(月)、６日(火)
２日(水)
９日(水)
１６日（水）
２３日（水）
３０日（水）
１３日（水）
２７日（水）
３０日(土)
１日(日)
１日(日)

７日(土)

１４日(土)
１１日(土)
１２日（水）～１３日（木）
下旬
下旬
上旬
上旬～下旬

全学科
全学科
全学科
全学科
全学科
全学科
全学科
全学科
情報ネットワーク
全学科
全学科
交通機械
建築・設備
教育創造
全学科
機械システム
全学科

全学科
全学科
全学科

３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年

１年～３年

第１回ＳＰＩ対策試験
就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅰ　自己表現　　
第２回ＳＰＩ対策試験　　　
就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅱ　業界・企業研究　　
就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅲ　履歴書・ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ仕上げ　　
就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅳ　　就活マナー 　
就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅴ　　面接　　       
就職システム説明会
進路面談会（保護者・学生・教員）
企業情報解禁
学外企業説明会参加　(リクルート)
進路面談会（保護者・学生・教員）
進路面談会（保護者・学生・教員）
進路面談会（保護者・学生・教員）
学外企業説明会参加　(マイナビ)
進路面談会（保護者・学生・教員）・ガイダンス
学内合同企業説明会             　　    
求人票発送
企業訪問
企業訪問
春季インターンシップ

機械システム工学科
山九プラントテクノ株式会社
磯村豊水機工株式会社
不二ライトメタル株式会社
三菱電機ビルテクノサービス株式会社
東芝プラントシステム株式会社
竹田設計工業株式会社
九州三永金属工業株式会社

交通機械工学科
スズキ株式会社
三菱自動車エンジニアリング株式会社
加速器エンジニアリング株式会社
株式会社東京アールアンドデー
株式会社日野ヒューテック
東洋電装株式会社

建築・設備工学科
新菱冷熱工業株式会社
新日本空調株式会社
株式会社きんでん
株式会社フジタ
株式会社イチケン
櫻井工業株式会社

情報ネットワーク工学科
九電ビジネスソリューションズ株式会社
株式会社ユー・エス・イー
株式会社大分銀行
株式会社ニシキ
株式会社エスエフシー新潟

教育創造工学科
大阪市立中学校 教員
佐賀学園高等学校
宇佐市立宇佐中学校
北九州市立板櫃中学校
宇佐市立 駅川中学校

開催時期 対象学科 対象学年 内　　容

平成25年度 進路指導スケジュール
主な就職先

　

平
成
27
年
3
月
卒
業
予
定

の
学
生
を
対
象
と
し
た
就
職

活
動
が
12
月
1
日
解
禁
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

企
業
説
明
会
・
就
職
ナ
ビ
登

録
・
エ
ン
ト
リ
ー
等
の
情
報

公
開
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
採
用
試
験
は
従
来

ど
お
り
4
月
1
日
以
降
で
す

が
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
か
ら
が
就
職
戦
線
の
入
口

で
す
。
採
用
の
見
通
し
は
上

向
き
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

約
60
％
の
企
業
が
採
用
数
に

満
た
な
く
て
も
求
め
る
人
材

レ
ベ
ル
は
下
げ
な
い
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業

が
採
用
試
験
で
重
視
す
る
点

は
、「
調
整
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」、次
に
「
行
動
力
」、

「
性
格
・
人
柄
」、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
」、「
仕
事
へ
の
熱
意
」

と
い
っ
た
順
位
で
し
た
。
自

ら
問
題
意
識
を
持
ち
、
積
極

的
に
行
動
で
き
る
学
生
を
企

業
は
求
め
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は

在
学
中
に
何
を
し
た
か
を
言

葉
で
企
業
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
学
生
の
就
職
対

策
と
し
て
、「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」

や
「
学
内
合
同
企
業
面
談
会
」

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
外
部

講
師
を
招
い
て
「
自
己
表
現
、

業
界
・
企
業
研
究
、
履
歴
書
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
仕
上
げ
、

面
接
対
策
」
等
、
ま
た
、
筆

記
試
験
の
対
策
と
し
て

「
S
P
I
試
験
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
学
に
関
わ
る
企

業
説
明
を
時
間
を
か
け
て
聞

く
事
が
出
来
る
よ
う
「
学
内

合
同
企
業
面
談
会
」（
約
75
社
）

を
平
成
26
年
2
月
12
日
・
13

日
に
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
以

外
に
「
学
内
単
独
企
業
説
明

会
」
も
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
学
生
が
会
社
説
明
会
や

採
用
試
験
な
ど
遠
方
へ
の
就

職
活
動
等
の
た
め
の
交
通
費

支
援
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
学
生
の
就
職
活
動

を
教
職
員
一
丸
と
な
り
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
の
学
生
生
活
の

限
ら
れ
た
時
間
を
い
か
に
楽

し
く
過
ご
す
か
、
と
い
う
事

を
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。

物
事
を
達
成
す
る
に
あ
た
り

常
に
、
１
〜
２
年
先
、
何
十

年
先
の
長
い
ス
パ
ン
で
時
間

の
逆
算
を
す
る
事
が
大
切
だ

と
。

　

大
学
最
後
の
年
を
楽
し
く

真鶴　哲郎
（出身校　美来工科高等学校）

山九プラントテクノ株式会社
機械システム工学科

河野　貴昭
（出身校　甲南高等学校）

大阪市中学校理科教師
教育創造工学科

別所　匠
（出身校　長崎北陽台高等学校）

熊本大学大学院
建築・設備工学科

遊
び
倒
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
就
職
活
動
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
は
じ
め
に
目
標

を
立
て
ま
し
た
。
５
月
、
遅

く
て
も
６
月
ま
で
に
、
そ
し

て
学
科
内
で
も
３
人
目
ま
で

に
内
定
を
勝
ち
取
る
。
結
果

と
し
て
２
つ
目
の
目
標
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
月

中
旬
に
は
就
職
活
動
を
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
大
学

職
員
や
先
生
や
先
輩
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
助
言
、
援
助

の
お
蔭
で
希
望
通
り
の
会
社

か
ら
内
定
を
頂
く
事
が
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

私
は
教
員
を
目
指
し
な
が

ら
、
モ
ノ
づ
く
り
に
つ
い
て

も
学
び
た
い
と
考
え
て
い
た

の
で
、
久
留
米
工
業
大
学
の

教
育
創
造
工
学
科
に
入
学
し

ま
し
た
。
入
学
後
、
教
員
に

な
る
た
め
の
勉
強
や
近
隣
の

中
学
校
へ
の
授
業
参
観
な
ど

を
通
し
て
、
次
第
に
「
教
員

に
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

教
員
採
用
試
験
に
合
格
す

る
た
め
、
学
科
内
の
教
授
が

開
く
ゼ
ミ
に
参
加
し
、
教
授

や
学
生
が
面
接
官
役
と
な
っ

て
場
面
指
導
の
練
習
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
、
無
事
に
合

格
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
私
自
身
が
人

を
支
え
ら
れ
る
教
師
に
な
れ

る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
大
学
に
入
学
し
て
か

ら
建
築
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
西
洋
建
築
に

憧
れ
が
あ
り
、
大
学
で
西
洋

建
築
の
こ
と
を
学
ん
だ
り
し

て
い
く
う
ち
に
、
も
っ
と
専

門
的
に
学
び
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
大
学
院
進
学
を
決

意
し
ま
し
た
。
早
い
時
期
か

ら
対
策
を
練
っ
た
お
か
げ
で

無
事
、
志
望
す
る
大
学
院
に

合
格
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
院
入
試
は
情
報
戦
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
情
報
量
が
キ

モ
と
な
り
ま
す
。
他
大
学
の

大
学
院
を
志
望
す
る
な
ら
、

志
望
す
る
大
学
院
の
研
究
室

の
教
授
、
先
輩
、
内
部
進
学

者
と
親
し
く
な
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
試
験
勉
強
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
る
た
め
で
す
。

　

ま
ず
は
学
校
の
勉
強
を
精

一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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学 生 活 動 ニ ュ ー ス学 生 活 動 ニ ュ ー ス

　

本
学
の
加
工

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
が
制

作
し
た
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
佐

賀
県
鳥
栖
市
中

央
公
園
に
て
開

催
さ
れ
て
い
る

「
ハ
ー
ト
ラ
イ
ト

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
に
出
展
い
た
し
ま

し
た
。
ハ
ー
ト
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
に
は
、

昨
年
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
今
年
は
「
雪

だ
る
ま
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
30
日
（
土
）
か
ら
12
月
30
日
（
月
）

の
期
間
、
17
時
30
分
か
ら
22
時
00
分
ま
で
、

連
日
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。 

〜
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

奥
村　

慧
君

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
2
年
）の
コ
メ
ン
ト
〜

　

今
年
の
テ
ー
マ
が
「
光
と
笑
顔
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
」
と
い
う
事
で
、
ど
う
い
っ
た

作
品
を
作
っ
た
ら
い
い
の
か
と
大
変
悩
み

ま
し
た
が
、
季
節
も
冬
と
い
う
事
で
雪
だ

る
ま
を
モ
チ
ー
フ
に
作
品
を
ま
と
め
ま
し

た
。
今
回
も
溶
接
技
術
を
駆
使
し
て
作
業

を
行
い
、
な
ん
と
か
満
足
の
い
く
形
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　

卓
球
部
の
内
田
・
隠
田
ペ
ア
が
三
年

連
続
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
、
ま
た

内
田
君
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
出
場
権
を

獲
得
し
、11
月
13
日
（
水
）
か
ら
16
日
（
土
）

兵
庫
県
尼
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
80

回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
に
出
場
し
た
内
田
君
は
、

一
回
戦
で
札
幌
国
際
大
学
と
対
戦
し
１

ー
３
で
勝
利
し
ま
し
た
が
、
二
回
戦
で

愛
知
工
業
大
学
に
３
ー
０
で
敗
北
し
ま

し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
で
は
一
回
戦
に
強
敵
の
中

央
大
学
と
対
戦
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
３
ー
１
の
結
果

で
敗
北
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
の
２
人
は
、「
最
後
の
全

日
本
シ
ン
グ
ル
ス
で
一
勝
で
き
た
の
は

よ
か
っ
た
、
来
年
か
ら
は
後
輩
達
が
、

一
勝
で
も
多
く
勝
ち
上
が
れ
る
様
に
応

援
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
人

の
頑
張
り
が

後
輩
達
に
受

け
継
が
れ
、

一
致
団
結
し

て
勝
利
を
目

指
す
よ
う
、

今
後
の
卓
球

部
の
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

　

本
学
チ
ー
ム
は
、今
年
も
日
本
機
械
学
会

主
催
の「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
ム
！
ロ
ボ
メ

カ
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
2
0
1
3
」に
参
加
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、大
学
生
、大
学
院
生
の
ロ

ボ
ッ
ト
・
メ
カ
ト
ロ
製
品
の
設
計
企
画
コ
ン
ペ

で
す
。全
参
加
チ
ー
ム
中（
例
年
20
チ
ー
ム
程

度
が
参
加
）、５
位
以
内
の
チ
ー
ム
で
競
わ
れ

る
２
次
審
査
に
は
こ
れ
ま
で
５
年
連
続
で
進

出
し
、2
0
1
0
年
度
に
初
優
勝
。今
回
は

強
豪
の
九
州
大
学（
昨
年
度
優
勝
校
）を
抑

え
て
念
願
の
２
度
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ（
宇
宙
開
発
事

業
団
）共
催
で
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で

の
生
活
改
善「
宇
宙

生
活
」が
テ
ー
マ
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
学
チ
ー
ム「
宇

宙
４
兄
弟
」：
機
械

シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年
、小
林
恭
介
君（
宮
崎

県
立
延
岡
星
雲
高
校
出
身
）・
河
野
敬
介
君

（
長
崎
県
立
川
棚
高
校
出
身
）・
新
留
公
樹
君

（
鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校
出
身
）・
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
３
年
、具
志
堅
洋
介
君

（
沖
縄
県
立
八
重
山
商
工
高
校
出
身
）、（
指

導
：
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

白
石
教
授
）、

は
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
身
体
を
洗
え

る
小
型
・
軽
量
な
装
置
「
S
p
a
c
e 

B
a
t
h
」を
企
画
設
計
し
ま
し
た
。こ
の
装

置
は
宇
宙
だ
け
で
な
く
、地
上
で
の
介
護
に

も
適
応
で
き
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
審
査
員
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

平成25年度  学業優秀奨学生
●久留米工業大学学業優秀

奨学金交付式
　平成25年度の学業優秀奨学生が
決定しました。本年度は、学長よ
り18名の奨学生に対して10万
円の奨学金が交付されました。　

◆ 

卓
球
部
、三
年
連
続

　
　
　
　
　「
全
国
大
会
」に
出
場

◆ 

（
社
）日
本
機
械
学
会
主
催

 

　 

「
ロ
ボ
メ
カ
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

　   

2
0
1
3
」に
て
優
勝
！

◆〝
ハ
ー
ト
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
〞

　
　
　 

（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）に
出
展

学年 学籍番号

奥　　健人

新留　公樹

坂元　優太

吉永　大輔

江﨑　達哉

戸次祐太郎

堤　　浩俊

真栄田紀彦

井　　博志

小林高等学校

加世田高等学校

開新高等学校

指宿高等学校

山門高等学校

鶴崎工業高等学校

山門高等学校

名護高等学校

対馬高等学校

121112

111130

111125

101153

122208

112133

102221

102130

102103

2

3

3

4

2

3

4

4

4

氏　名 出身高校学　科

機械
システム
工学科

交通機械
工学科

学年 学籍番号

堺　優佳理

牛島　美香

大久保　優

石田　真之

三原　瑞季

角之上寛行

松川奈津稀

竹下　詩織

河野　貴昭

山門高等学校

八女高等学校

鳥栖高等学校

豊浦高等学校

白石高等学校

甲南高等学校

八重山商工高等学校

日向学院高等学校

甲南高等学校

123113

113104

103105

124203

124122

114219

104222

126107

106108

氏　名

2

3

4

2

2

3

4

2

4

情報
ネットワーク
工学科

建築・設備工学科

教育創造工学科

出身高校学　科
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第
38
回
愁
華
祭（
大
学
祭
）

を
開
催

第
38
回
愁
華
祭（
大
学
祭
）

を
開
催

第
22
回 

久
留
米
工
業
大
学
旗

争
奪
少
年
野
球
大
会

第
22
回 

久
留
米
工
業
大
学
旗

争
奪
少
年
野
球
大
会

　

10
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
第
38
回
愁
華
祭
（
大

学
祭
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｍ
ａ
ｓ
ｈ　

ｕ
ｐ　

Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
と
は
、「
二
つ
以

上
の
物
の
良
い
所
を
抜
き
出
し
混
ぜ
合

わ
せ
、
も
と
か
ら
在
っ
た
か
の
よ
う
に

す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
学
生
と

地
域
を
主
体
と
し
た
企
画
を
多
く
盛
り

込
み
、
模
擬
店
の
数
や
種
類
を
増
や
し
、

地
域
の
方
に
も
多
数
来
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
企
画
で
は
、Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や
多
数
の
ア
ニ
メ
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
を
歌
う
「
橋
本
み
ゆ
き
」、
美
少

女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
Ｒ
の
主
題
歌

を
代
表
曲
に
持
つ
「
石
田
燿
子
」
の
両

名
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
行
い
、

若
者
を
中
心
に
盛
上
り
、
熱
気
あ
る
ス

テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
祐
誠
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
久
留
米
市
を
中
心
に

活
動
中
の
オ
ヤ
ジ
バ
ン
ド
、
ゲ
ー
ム
大

会
、
大
抽
選
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

の
他
、
昨
年
に
引
続
き
、
魚
国
総
本
社

に
よ
る
「
骨
の
強
さ
の
測
定
や
血
管
年

齢
、
肌
水
分
の
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
以
上
の
方
々
に
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
素

晴
ら
し
い
大
学
祭
を
創
り
上
げ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）、
27

日
（
日
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
第
22

回
久
留
米
工
業
大
学
旗
争
奪
少
年
野
球

大
会
が
、
ジ
ャ
パ
ン
リ
ー
グ
（
日
本
硬

式
野
球
連
盟
）
加
盟
の
17
チ
ー
ム
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
ひ
た
む
き
な
姿
は
感
動

を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

久
留
米
工
業
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
9
月
3
（
火
）
〜
7
日
（
土
）

の
5
日
間
を
か
け
て
静
岡
県
小
笠
山
総
合
運
動

公
園
「
エ
コ
パ
」
に
て
開
催
さ
れ
た
第
11
回
全

日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
社
団
法
人
自
動
車
技
術
会
と

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
今
年
は
国
内
外
の
大
学
か
ら
86
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
７
度
目
の
挑
戦
と
な
る
本
学
チ
ー
ム

は
学
生
た
ち
が
1
年
間
か
け
て
設
計
・
製
作
し

た
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
車
両
で
参
戦
、
課
題
で
あ
っ
た

書
類
審
査
の
成
績
は
向
上
し
た
も
の
の
動
的
審

査
で
は
車
両
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
総
合
30
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
効
率
・
耐
久
走
行
競
技
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
車
両
で
必
死
に
ゴ
ー

ル
へ
帰
っ
て
来
る
姿
は
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

一
年
間
チ
ー
ム
を
支
え
て
頂
い
た
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
久
留
米
市
石
橋
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
「
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
展
」
や
J
R
久
留
米

駅
構
内
へ
の
レ
ー
ス
車
両
の
展
示
、１
月
に
は「
福

岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」
へ
の
出
展
も
予
定
さ
れ
て

お
り
幅
広
く
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
子
供
達
に
教
え
る
活
動
を
主
と

し
、
週
末
に
行
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
無
い
日

は
、
色
々
な
折
り
紙
を
折
り
、
自
信
を
持
っ
て

教
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
メ
ン
バ
ー
同
士
で

練
習
を
し
て
い
ま
す
。練
習
と
し
て
折
っ
て

い
る
作
品
は
、
小
さ
な
子
供
達
に
も
簡
単
に

折
れ
る
よ
う
な
作
品
か
ら
困
難
で
1
時
間
以

上
優
に
越
し
て
し
ま
う
作
品
と
様
々
で
す
。

　

こ
の
困
難
と
言
わ
れ
る
折
り
紙
の
作
品
と

し
て
有
名
な
も
の
に
、〝
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
ド
ラ

ゴ
ン
〞、〝
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
ひ
く
女
性
〞
や

〝
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
〞
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品

は
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
折
る
事
が
出
来

な
い
の
で
す
が
、
唯
一
部
長
の
廣
澤　

貴
大

（
建
築
・
設
備
工
学
科
・
3
年
）
だ
け
が
折
る

事
が
出
来
る
の
で
、
難
し
く
行
き
詰
っ
た
時

に
は
、
彼
に
尋
ね
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
！
と

い
っ
た
練
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
練
習
活
動
を
通
じ
て
、
培
わ

れ
た
技
術
を
も
っ
て
〝
折
り
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〞は
、
こ
れ
か

ら
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

の
で
皆
様
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
!

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
!

折
り
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　 

活
動
報
告

折
り
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　 

活
動
報
告

プ ロ ジ ェ クト チ ー ム の 紹 介プ ロ ジ ェ クト チ ー ム の 紹 介

優　勝 久留米ボーイズ

立花ドリームズ準優勝
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「
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
て
も
、そ
の
ま
ま
に
し
て

い
ま
す
…
。」と
い
う
学
生
さ
ん
達
の
声
を
聞
く
事
が

た
ま
に
あ
り
ま
す
。

　〝
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
〞

　

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来
る
雰
囲
気
の
中
、自
分
の

苦
手
な
科
目
や
分
野
を
基
礎
に
戻
っ
て
復
習
し
た
り
、

授
業
の
範
囲
を
超
え
た
新
し
い
知
識
の
習
得
が
出
来

る
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
総
称
で
す
。

　

授
業
中
に
な
か
な
か
質
問
し
に
く
い
事
、理
解
し
に

く
い
内
容
や
、反
対
に
授
業
で
は
習
わ
な
い
先
端
的
技

術
に
関
す
る
事
な
ど
、英
語
・
数
学
・
物
理
か
ら
各
学
科

の
専
門
科
目
に
至
る
ま
で
、担
当
の
教
員
が
丁
寧
に
個

別
指
導
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
後
期
よ
り
、試
験
直
前
1
週
間
前
か

ら「
期
末
試
験
対
策
学
習
支
援
強
化
週
間
」を
設
け
、実

施
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

　 

　
　
〜
一
緒
に
解
決
し
よ
う
！！ 

〜

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

　 

　
　
〜
一
緒
に
解
決
し
よ
う
！！ 

〜

最
終
学
歴
：
筑
波
大
学
大
学
院　

物
理
学
研
究
科

専
門
分
野
：
物
性
物
理
学
実
験　

理
科
教
育

コ
メ
ン
ト
：
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し

て
、
10
月
１
日
に
教
育
創
造
工
学

科
に
赴
任
致
し
ま
し
た
中
村
文
彦

と
申
し
ま
す
。
私
の
生
ま
れ
は
北

海
道
で
す
が
、
学
生
時
代
は
関
東

で
、
そ
し
て
23
年
間
広
島
・
西
条

で
過
ご
し
た
後
、
つ
い
に
日
本
を

縦
断
し
、
こ
こ
久
留
米
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
九
州
で
暮
ら
す
こ
と

は
初
め
て
の
経
験
で
、
公
私
と
も

ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態

で
す
。

　

わ
た
し
の
専
門
分
野
は
〝
圧
力

や
電
場
を
用
い
て
超
伝
導
や
磁
性

な
ど
新
奇
量
子
相
転
移
現
象
を
探

索
す
る
〞
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

一
般
の
人
で
も
〝
ふ
し
ぎ
〞
と
思

え
る
日
常
と
は
異
な
っ
た
新
現
象

を
見
つ
け
る
こ
と
が
私
の
夢
で

す
。
日
本
で
二
番
目
に
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
取
ら
れ
た
朝
永
振
一
郎
先
生

は
〝
ふ
し
ぎ
と
思
う
こ
と
そ
れ
が

科
学
の
芽
で
す
〞
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
れ
を
広

島
の
子
供
た
ち
に
伝
え
る
活
動
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
九
州
の
子
供

新任教職員の紹介新任教職員の紹介

た
ち
に
科
学
の
芽
が
育
ち
、
花
が

咲
く
よ
う
な
活
動
を
久
留
米
工
大

の
学
生
と
と
も
に
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
終
学
歴
：
九
州
大
学
大
学
院 

理
学
府 

基
礎
粒
子
系
科
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程

専
門
分
野
：
宇
宙
物
理
学
、
天
文

学コ
メ
ン
ト
：
私
は
中
性
子
星
等
の

高
密
度
星
の
熱
的
進
化
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
密
度

星
は
、
原
子
核
物
理
領
域
の
物
理

的
素
過
程
が
観
測
可
能
な
天
体
現

象
と
し
て
現
れ
る
非
常
に
興
味
深

い
研
究
対
象
で
す
。
ま
た
、
加
速

器
を
用
い
た
原
子
核
の
衝
突
実
験

で
の
再
現
の
難
し
い
低
温
高
密
度

領
域
で
あ
り
、
星
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
中

身
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

担
当
す
る
講
義
は
、
工
学
分
野

で
必
ず
必
要
と
な
る
「
力
」
を
扱

う
物
理
学
に
つ
い
て
担
当
し
て
い

ま
す
。
講
義
に
お
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
現
象
を
「
見
せ
る
」
よ
う

に
心
掛
け
、
簡
単
な
実
験
等
で
示

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
理
学
実
験
の
実
験
テ
ー

マ
・
教
材
開
発
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
引
き
続
き
高
密

度
星
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

宇
宙
や
天
文
学
の
楽
し
さ
を
学
生

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
観
望

会
な
ど
も
企
画
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
１０
月
よ
り
学
生
サ
ー
ビ
ス

課
で
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
学
生

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
就
職
に
は

情
報
が
何
よ
り
大
事
で
す
。
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
進

路
に
係
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提

供
が
で
き
る
体
制
で
あ
り
た
く
さ

ん
の
情
報
収
集
が
可
能
で
す
の
で

ぜ
ひ
お
気
軽
に
足
を
運
ん
で
下
さ

い
。
私
自
身
一
日
で
も
早
く
戦
力

に
な
れ
る
様
努
力
し
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
学
生
一
人
一
人
が
自
分
の
進

路
を
考
え
て
、
準
備
・
活
動
を
行

う
サ
ポ
ー
ト
を
お
手
伝
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

工学部 教育創造工学科
教授 中村 文彦

共通教育科
講師 野田 常雄

学生サービス課
久保山 晴奈

＜利用について＞
・場所：「久留米工業大学ラーニング・コモンズ」
　　　　図書館２階（閲覧室）

・利用時間：8:40～ 18:50（図書館の開館時間に準じます）

・利用方法：上記期間中に担当教員が待機している
　　　　　　ラーニング・コモンズにてサポートを
　　　　　　受けてください。

＊担当教員によっては、図書館外実施（実験室開放等）もありますので、
　実施場所・時間帯などは掲示板の一覧表にて各自確かめてください。

平成25年度学位記授与式のご案内・・・平成26年3月18日（火）久留米工業大学体育館にて挙行いたします。

久工大だより第64号（6） 平成26年１月１日


